
分解度試験報告書
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　　　質量分析計1図一7参照〕
状

観　　　自色粉末

　り
点　　　55～57℃
　　度　　　99％以上

試料提供先資料による

　　　対水　17ppm｛TOC計による）

　　　対　クロロホルム　2000ppm以上

　試験期間　 昭和58年4月25日～昭和58年7月18日

　試験方法及び条件

篶難隣難一一

　①微生物源：標準活性汚泥50ppm
　（2）　供試物質濃度：100pp皿

　⑧試験液量：500冠
　㈹　試験期間：28日間

　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

　　供試物質を天秤で50，ロ㎎精秤し各培養ビンに添加した。

㈹　B　OD測定装置へのセット状況

（b〕試験装置
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五1　試験条件

｛a）　生分解試験条件

｛o）　試料の採取

状　　　　　　　　　　況

仕 込 時 細かく分散していた。

終 了 時 細かぐ分散し、白ぐ懸濁していた。

5．2　直接定量分析

lal使用分析機器及び条件

　高速液体ク・マトグラフ

　　型　　　式　　　O　B　C組立
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カ　ラ　ム　　　日．5mX8澗φ，ステンレス

固定相　　Sh。de・GPCA－80！
溶　離　液　　　クロロホルム

検出器　 UV－VIS．
波　　　長　　　280nm（図一5参照〕

分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　　　　・操作
　　　　試験液　300一　　←添加

　　　　　　　←クロロホルム　　　9日記

　　　　　　　←塩化ナトリウム　gog
　　　　　　　←濃塩酸　1滴
　　　　　　　・振とう
　　　　　　　・静置

水　層 ク・・ホルム層

　　　・脱水ろ過

　　　・10O認定容

LC　試料

4．試験結果

分解度働 一付一　図 付　　表

酸素消費量による結果 0
図一　1

LC　に　よ　る　結果 1
図一　2 表一　て

7日目のアニリンの分解度　71％ （図一1参照）

　　　　以　上
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